
農地利用最適化推進委員　　推薦及び応募の状況（最終公表）

推薦者
農業委員への

推薦・応募の有無氏名 年齢 性別 職業 経歴 農業経営の状況

鶴沢西部第二
農振会

会長
渡邊　億

・耕作面積
　畑30a
（キュウリ、オタ
フクナンテン）

鶴沢

会長
石河　長次郎

14名
福田地区
の農家

福田地区の農業
振興

当地域において長年農
業経営に携わり、若手
農業者への指導、技術
の継承に努めているた
め。

無

推薦理由

団体
推薦

高橋　忠俊 72 男 農業
昭和47年より農業
経営開始
以降専業農家

・耕作面積
　田50a、畑140a
・従事日数
　200日
（米、養蚕）

福田 福田農振会

推薦
地区

名称 代表者職氏名 構成員数構成員資格 目的
募集
区分

被推薦者

山木屋地区の農
業振興

山木屋地区の農業を牽
引しており、適任と思
われるため。

無

募集
区分

応募者
農業委員への

推薦・応募の有無氏名 年齢 性別 職業

法人役員として米
穀、飼料作物生
産・販売に従事
・法人耕作面積
　田60ha、畑89ha

山木屋
山木屋地区
農振協議会

会長
廣野　勝久

260名
山木屋地
区の農家

団体
推薦

遠藤　政信 60 男 農業

県農業短期大学卒
業後、平成15年ま
でJA職員とし勤務
現在、農事組合法
人ヒュッテファー
ム役員

・耕作面積
　田100a、畑30a
・従事日数
　300日
（米、キュウリ、
じゃがいも、ね
ぎ、白菜）

小島

高齢化や耕作放棄地の
多い当地区において、
地権者の要望等を聞き
取りながら、農地の最
適利用に向けて提案推
進したいため。

無

団体
推薦

伊藤　恒朗 66 男 農業
令和7年より農業経
営開始

経歴 農業経営の状況
応募
地区

応募理由

応募 佐藤　正宏 69 男 農業

平成11年より兼業
農業経営開始
令和4年より専業農
家

30名
鶴沢西部
地区の農

家

鶴沢西部地区の
農業の振興

農業経営と地域の農地
利用最適化に意欲的で
あるため。

無

団体
推薦

大内　勇人 64 男 農業
山木屋地
区の農家

山木屋地区の農
業振興

山木屋地区の農業を牽
引しており、適任と思
われるため。

無

団体
推薦

菅野　朝夫 69 男 農業
昭和52年より専業
農家

平成8年より専業農
家

・耕作面積
　田400a、畑60a
（米、葉タバコ）

山木屋
山木屋地区
農振協議会

会長
廣野　勝久

260名

山木屋地区の農
業振興

山木屋地区の農業を牽
引しており、適任と思
われるため。

無

団体
推薦

齋藤　勝士 56 男 農業
令和3年より農業経
営開始
以降専業農家

・耕作面積
　田100a、畑6a
・従事日数
　250日
（米、トマト、川
俣シャモ）

・耕作面積
　畑20a
（野菜全般）

山木屋
山木屋地区
農振協議会

会長
廣野　勝久

260名
山木屋地
区の農家

団体
推薦

佐藤　眞一 77 男 農業
昭和40年より農業
経営開始
以降専業農家

・耕作面積
　田70a、畑150a
・従事日数
　250日
（米、トマト）

小綱木

福沢
小神
鶴沢

無
小綱木農振会

協議会
会長

菅野　利則
80名

小綱木地
区の農家

小綱木地区の農
業の振興

本地域のトマト栽培に
おいて、長年培ってき
た技術を若手に指導し
技術向上に努めてい
る。

本地域において、習得
技術を若手農業者に指
導し技術継承と生産性
向上に努めている。

無
富田農振協議

会
会長

髙橋　光
60名

富田地区
の農家

富田地区の農業
の振興

・耕作面積
　田25a、畑30a
（米、葉タバコ）

飯坂

高齢化により営農や管
理ができず遊休農地が
増えている状況で、そ
の解消に役立ちたいと
思ったため。

無

応募 安田　幹 58 女 農業

平成24年より農業
経営開始
平成27年法人化
以降専業農家

応募 谷田部　広好 65 男 農業

昭和54年より農業
経営開始
昭和59年以降兼業
農家

・耕作面積
　田174a、畑74a
・従事日数
　300日
（米、ブドウ）

小神

これまでの経験を生か
して、農地利用の最適
化推進に努めたいた
め。

無

・耕作面積
　田40a、畑17a
（米、アンスリウ
ム、ヒマワリ、
シャクヤク）

川俣・
大綱木

地区の農地利用の最適
化に努めたいため。

無

応募 齋藤　広幸 59 男
農業兼
会社役員

昭和64年より兼業
農業開始
平成27年より農業
主経営開始


